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平
成
５
年
３
月
下
旬
か
ら

同
年
７
月
下
旬
ま
で

３
／
２６
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
、
町
会
長
会
議
、
開

催
さ
れ
る
、
議
題
、
総
会
の
件
、
地
域
振
興
事
業
活

動
の
件

３
／
然
　

「緑
の
羽
根
」
募
金
、
町
会
か
ら
３
千
円
募

金
会
あ
て
納
付
す
る

４
／
１
　
か
ね
て
よ
り
改
築
中
の
長
元
寺
塀
際
の

「公

衆
便
所
」
工
事
完
了
　
本
国
か
ら
う
用
が
開
始
さ
れ
た

４
／
●
　
本
日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
根
津
神
社
境
内

「
つ
つ
じ
祭
り
」
開
催
、
設
営
、
企
画
、
進
行
、
警

備
、
販
売
、
等
、
氏
子
２３
町
会
の
協
責
と
き
仕
に
よ
っ

ζ
運
営
さ
れ
期
間
中
事
故
も
無
く
、“螢
話
口会
す
る

５
／
‐１
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
、
総
会
開
催
さ
れ
る

５
／
Ｂ
　
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た

「
大
観
音
」
旧
来

の
お
姿
が
再
建
さ
れ
本
日
、
落
慶
式
の
運
び
と
な
る

当
寺
境
内
で
は
、
町
会
事
業
活
動
の
場
と
し
て
絶
え

ず
利
用
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
、
こ
の
度
の
慶
事
に
際

し
、
平
素
の
絶
え
ぬ
ご
好
意
に
対
す
る
謝
意
と
共
に

再
建
の
祝
意
を
心
か
ら
表
し
ま
す

５
／
２‐
　
文
京
区
町
会
連
合
会
、
総
会
開
催
さ
れ
る

５
／
２６
　

「
文
京
区
を
愛
す
る
会
」
総
会
開
催
さ
れ
る

５
／
２７
　
本
郷
伝
染
病
予
防
委
員
会
ｒ
Ｆ
結
鼎
拒
さ
れ
る

６
／
“
　
蓬
来
町
会
、
総
会
を
開
催
す
る

平
成
４
年
度
、
事
業
報
告
並
び
決
算
報
告
、
平
成
５

年
度
、
事
業
計
画
並
び
予
算
の
案
件
を
審
議
す
る

慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
の
案
件
も
全
員
の
承
認

を
得
ま
し
た
事
を
本
誌
を
も

っ
て
会
員
各
位
に
報
告

致
し
ま
す

な
お
、
平
成
４
年
度
決
算
書
及
び
平
成
５
年
度
予
算

書
の
細
目
は
本
語
の
頁
末
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
高
覧
下
さ
い

７
／
１４
　
詢
本
小
学
校
長
、
久
貝
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
呼
び

掛
け
に
よ
り
、
夏
休
み
中
の
児
童

へ
の
町
の
対
応
と

学
校
側
の
要
望
に
つ
い
て
懇
談
会
を
催
す

し
た

非
常
災
害

に
は
最
小
限
に
止
ど
め
る
為

の
自
助
努
力

が
不
可
欠
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

町
会
で
は
、
こ
の
様
な
講
習
会
を
通
し
て
的
確
に
防

御
方
法
を
習
ξ
し
て
戴
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す

開
催
に
つ
い
て
の
■
さ
ん
へ
の
周
知
に
は
回
覧
、
掲

示
等
に
よ

っ
て
お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

の
所
進
ん
で
参
加
さ
れ
る
方
が
極
め
て
少
な
い
の
が

非
常
に
残
念
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん

次
回
か
ら
は
近
隣
の
方
々
と
誘
い
合

っ
て
、
足
非

一

度
参
加
し
て
見
て
下
さ
い
　
き

っ
と
良
い
体
験
を
し

た
と
お
感
じ
に
な
る
事
と
思
い
ま
す

３
／
２８
　
本
駒
込
地
区
に
連
続
放
火
事
件
が
発
生
、
近

隣
地
区
の
事
件
で
す
の
で
速
や
か
に
お
知
ら
せ
す
る

為
、
回
覧
と
掲
示
に
よ
っ
て
即
日
手
配
を
致
し
ま
し

た
４
／
２２
　
２２
日
か
ら
２５
日
ま
で
延
べ
４
月
間
、
天
皇
陛

下
沖
縄
訪
問
期
間
中
の
治
安
防
上
の

一
助
と
し
て

防
犯
協
会
の
申
し
合
せ
に
よ
り

「
臨
時
夜
警
」
を
青

年
部
員
に
よ
り
実
施

５
／
６
　
詢
込
防
犯
協
会
、
総
会
開
催
さ
れ
る

６
／
８
　
皇
太
子
御
成
婚
前
夜
、
４
月
と
同

一
の
趣
旨

に
よ
り

「
臨
時
夜
警
」
を
青
年
部
員
に
よ
っ
て
実
施

す
る

町
△

活

動

の

機

要

４
／
‐６
　
本
郷
防
火
協
会
、
理
事
会
開
催
さ
れ
る

４
／
２６
　
本
郷
防
火
協
会
、
総
会
開
催
さ
れ
る

６
／
１８
　
区
設
消
火
器
の
保
守
点
検
並
び
改
修
の
お
知

ら
せ
、
保
守
点
検
は
７
月
中
に
、
改
修
は
１０
月
上
旬

ま
で
に
終
了
す
る
予
定
で
す

７
／
１３
　

「
向
丘
地
区
防
災
講
習
会
」
が
六
中
校
庭
に

於
い
て
午
後
７
時
か
ら
８
時
４５
分
ま
で
開
催
さ
れ
ま



７
／
６
　
東
京
サ
ミ
ッ
ト
開
催
期
間
中
、
４
月
と
同

一

趣
旨
に
基
づ
さ
９
日
ま
で
の
延
べ
４
日
間
、
役
員
に

よ
っ
て

「
臨
時
夜
警
」
を
実
施
す
る

＝

□

４
／
６
　

「春
の
交
通
安
全
運
動
」
を
１５
日
ま
で
延
べ

Ю
日
間
実
施
さ
れ
る

５
／
２０
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
、
総
会
開
催
さ
れ
る

日

日

間
‐
部
‐

］

４
／
“
　

「蓬
木
だ
よ
り
」
第
“
号
発
行

闇
日
円
噺
凸

５
／
２
　
根
津
神
社

「
つ
つ
じ
祭
り
」
出
店
の
■
酒
茶

屋
に
婦
人
部
全
員
で
終
日
奉
仕
を
行
う

（蓬
来
町
会

婦
人
部
当
番
目
）

５
／
２‐
　

「
日
赤
共
同
募
金
」
は
町
内
皆
様
の
暖
か
い

ご
芳
志
に
よ
り
左
記
の
金
円
が
集
ま
り
、
本
日
、
募

金
会
あ
て
納
金
し
た
事
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す

一
金
　
一
九
二
、
五
〇
〇
円

固

目

日

皿

「
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
会
」
は

，
月
第
２
日
曜
日
に
開
催

し
て
お
り
ま
す
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
ど
な
た
に
も
気
軽
に
出
来
る
極
め
て
軽
い
運

動
で
す
、
■
曜
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き
、
少
し
堅
い
体

を
は
ぐ
す
様
な
気
″
ち
で
一
度
お
越
し
戴
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す

☆
　
場
所
、
駒
本
小
学
校
体
育
館
、
時
間
、
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

６
／
２‐
　
向
丘
地
区
町
会
連
合
会
、
青
年
婦
人
部
連
絡

協
議
会
、
発
足
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

当
会
は
、
向
に
地
区
１２
町
会
が
連
帯
を
も

っ
て
、
青

少
年
の
育
成
と
地
域
の
振
興
に
役
立

つ
活
動
を
協
議

す
る
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
会
で
す
、
当
町
会
か
ら

は
青
年
部
員
３
名
の
方
か
委
員
と
し
て
参
加
し
て
お

り
ま
す

「
町
内
盆
踊
り
大
会
」
は
来
る
８
月
２２
０
８
回
の
２
日

間
、
開
催
致
し
ま
す

お
子
さ
ん
に
も
喜
ん
で
戴
け
る
様
、
夜
店
的
な
模
擬
店

も
企
画
し
て
お
り
ま
す
か
ら
ご
家
族
皆
さ
ん
お
揃
い
で

お
越
し
願
い
ま
す

場
所
は
、
大
観
音
境
内
、
時
間
は
午
後
７
時
か
ら
９

時
ま
で

詳
し
く
は
、
後
日
、
回
覧
並
び
に
掲
示
に
よ
っ
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
す

日
間

――

目

幽

当
町
会
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
本
年
３
月
下
旬
か
ら
７

月
下
旬
ま
で
の
間
に
ご
逝
去
な
さ
れ
た
方
々
の
お
名
前

は
″
記
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
念
中

上
げ
ま
す
。

こ

雄
川
千
代
子
様
　
山
口
美
香
子
様
　
一局
木
健
治
様

服
部
富
美
子
様

光
源
寺
大
観
音
一復
興
・

本
号

一
頁
上
段
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
去
る
五

月
十
八
日
に
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
四
日
の
戦
禍
に

よ
り
焼
失
し
た
、
駒
込
大
観
音
が
復
興
さ
れ
て
昔
日
の

面
影
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
焼
失
し
た
観
音
様
は
、
元

禄
十
年

（
一
六
九
七
）
に
江
戸
日
本
橋
の
町
人
、
九
屋

吉
兵
衛
が
関
西
巡
社
を
志
し
て
奈
良
長
谷
寺
に
詣
で
た

折
に
、
そ
の
相
好
端
麗
な
十

一
面
観
音
像
に
魅
せ
ら
れ

こ
れ
を
江
戸
に
勧
請
す
る
事
を
発
願
し
て
、
当
時
の

光
源
寺
住
職
円
達
上
人
等
と
謀

っ
て
、
七
年
の
年
月
を

費
し
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。

安
政
二
年
の
江
戸
大
地
震
、
大
二
十
二
年
の
関
東
大
地

震
に
も
堪
え
て
二
丈
六
尺
の
大
観
青
は
二
百
五
十
余
年

に
わ
た

っ
て
そ
の
温
容
慈
眼
を
庶
民
に
そ
そ
い
て
来
ま

し
た
。
先
日
町
内
の
知
人
に
聞
い
た
話
で
す
が
、

「
当

時
ま
だ
幼
な
い
頃
の
事
な
の
で
良
く
覚
え
て
い
な
い
が
、

大
観
音
様
よ
り
、
堂
内
の
ん
に
あ

っ
た
間
魔
様
や
右
側

の
奪
衣
婆

〈
し
よ
う
づ
か
の
お
ば
あ
さ
ん
）
の
顔
の
恐

か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
夢
に
想
い
出
す
」
と
云
っ
て
い

ま
し
た
。
境
内
の
右
に
見
存
す
る
千
手
観
音
の
石
仏
は
、

明
和
九
年

（
一
七
十
二
）
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、
昔

か
ら
夫
婦
仲
を
睦
ま
じ
く
す
る
と
云
わ
れ
て
霊
験
の
あ

ら
た
か
な
仏
さ
ま
で
、
昨
今
の
カ
ッ
プ
ル
に
は
、
改
め

て
注
目
し
て
欲
し
い
尊
い
立
像
で
す
。

次
の
図
は
明
治
末
期
の
光
源
寺
全
景
図
で
右
側
の
二
階

建
が
観
音
堂
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（池
田
　
暉
記
〉



明治末期の大観音光源寺全景図 (銅版画 )

編

集

後

記

「
拉
雨
寒
」
と
言
う
余
り
聞
き
債
れ
な
い
異
常
気
象
の

内
に
７
月
も
終
り
、
や
っ
と
員
本
番
を
迎
え
た
今
日
こ

の
“
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
皆
様
方
に
は
如
何
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
、
世
の
中
、
景
気
の
浮
上
が
こ
ん
な

に
低
迷
し
て
い
る
と
、
気
候
ま
で
が
同
調
し
て
い
る
様

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
　
秋
冷
の
到
来
も
連
い
と
の

，
で
す
か
、
当
分
は
皓
書
の
貞

っ
最
中
で
す
、
ど
う
そ

皆
様
　
夏
負
け
な
ど
し
な
い
様
に
充
分
ご
自
愛
下
さ
い
。

町
会
で
は
８
月
”
　
２３
日
の
２
日
間
、
仁
例
の

「
町
内

盆
踊
り
大
会
」
を
人
観
音
境
内
を
会
場
に
お
借
り
し
て

催
す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

お
家
族
皆
さ
ん
お
揃
い
で
、
罰
り
の
輸
に
是
非
ご
参
加

願
い
ま
す
。

‥
―
お
こ
と
わ
り

今
回
は
紙
面
の
都
合
上
　
林
　
順
信
先
生
の

「
蓬
莱

町
界
晨
は
の
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
号
か
ら
亦
、
原
稿

を
お
願
い
す
る
つ
も
り
で
す
。

編
集
委
員

小
林
青
吉
、

猪
熊
良
晃
、
池

'日 西
iE

暉 汽
竹
中

一
馬
、
高
橋

一
郎



llt 入 の 部 支 出 の 音
'科 目 金 額 摘 要 科  日 金 額 摘 要

前期繰越金
町会 会 費
補 助 金
寄 付 金
雑 収 入
銀 行 利 息

173199
1604800
243816
86000

156494
1701

区より

総 会 費
会 議 費
総 務 費
渉 外 費
備品購入費
事 務 費
通信交通費
電 灯 費
防火防災部
防 犯 部
交 通 部
衛 上 部
文 化 部
婦 人 部
青 年 部
慶 弔 費
消耗品費用
防災積立金
た枷‐i載仝

261676
64285

142106
184650
121470
791lo

1219oo
60348
24183
21275
600oo
4000

201o96
164806
300000
60,710
6915

150,ooo
187479

会場、飲食
会場

`t金

等
部活、研修
各団体会費

事務付帯費

防犯灯電力
部活研修

祝金、香典
事務用品

合 言| 2216009 合  計 2216009

円

平成 4年度の収支決算について、 L記の道り報告いたします。

☆
監幕停桑載魔[馨Яttit省撃[呈じξンF支

に関する績hi絣類1調讐ぃ星し詈した結果、

☆平成 4年度末における防災積立金総額は、¥21lo39∫ 副 :ξヽ ま豊
中 ― 鳴

平 成 5年 度

予算執行期間 平成 5年 4月 1日 から平成 0年 3月 31日 まで

単位

単位

収 入 部の 支 出 部の

科  日 ,  蹟 1摘   要 ホ, 日 金  額 1 摘    要

越
費
金
人
息

疇
楽
助
収

前
町
補
雑
利

品:話 ::l ll・
卿金

::il!i: lli5警
ら 瘍一瘍一磋一衿鸞̈鸞一餞一や一一鑢一
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合  計 2223oo4 合 計 2223004

蓬 来 町 会 会 員 各 位 殿
平成 5年 6月 26日

蓬 衆 町 会


